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研究の目的

• 相談したいことは何か？

• 相談する人はどんな人か？

• 相談にいたる動機は何か？

• 相談相手の探し方は？

• 技術者側に不足しているものは何か？



相談する人はどんな人？

• 30～80代と年齢は様々

• 主婦は不安が増幅される

• 相談相手はタウンページ
で探す



係争に発展することもある

• 直接・間接の違いはあっても行政が係争相手
になる場合が多い　→　公共事業受注企業が
敬遠する主たる理由



「不安」を動機とした相談

• 質問内容：公開されている震度予測が「震度７」
となっているところで、震度７に対する基準のな
い建築確認が機能するのか？



震度7（計測震度6.5以上）の
非木造建造物全壊率22％

• 新耐震基準の要求
「震度６強程度の地震が来ても建物が倒壊しな
いこと」

• 震度７が予測されているところに安全な建物が
はたして建てられるのか？

• 旧耐震基準の要求
「震度6弱程度の地震が来ても建物が倒壊しないこと」

例外的に難しい質問



「今後の心配」を動機とした相談

• 「今後の心配」の中には「地震」のイメージが入っ
ている。



切盛境は対策無ければ危ない

• 盛土の切盛境は被害が大
きいので、建て替えの際
に対策した方がよい。

兵庫県明石市の例



丘陵地内の不良地盤

• 谷埋め盛土が存在する丘陵地は、一般に良質
な地盤の分布地だが、例外的に谷埋め盛土は
不良地盤



購入時には意識していないとわからない

• 都市化したところでは、その地下に谷や池がかつて存
在したことはまったくわからない。変状が発生してはじ
めてことの重大さに気がつく。



擁壁は「目で見える不安」

• 擁壁に関する相談が一番数が多い



自前の擁壁の危険性証明依頼

• 鑑定結果が依頼人に有利とならないことがよくある

・既存不適格擁壁（空石積
み）である

・背面は岩盤なのでただち
に危険ということではない



擁壁は「目で見える不安」

• 擁壁に関する相談が一番数が多い



変状発生後・倒壊後の相談が多い

午前7時 午前9時

午前10時 午後2時

擁壁基礎部が溜池を埋め立てた地盤に近接していた

大雨後の擁壁倒壊事例



行政との論争

• 行政の無謬
性との折衝は
非常に困難
な作業

浸透水量が約２
倍に増加していた毎分9リットルが目地から浸透



「既存不適格擁壁」の改善要求

• 建築確認申請時に、「既存擁壁の安全性のチェック」を
条件として出される例が増えてきている



あとから来た人が訴える

危険性を示すこと
ができれば改
善要求できる

原告
某市の建築課職員宅
（法令の知識がある）

被告
農業部門の技術士宅
（法令の知識がない）



設計→合意→施工

• 地盤調査費など出ないので、調査なしで設計・施工



擁壁が崩れることへの不安

• 自費で地震対策をする人はまだ希



盛土の耐震補強（完全自助）



民間は対策に完璧を求めていない

• 必要十分な機能があればよい。過度な安全性
は、工費を上昇させ、維持管理を難しくする。
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